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大きな変化があったのは第6版 (2002年)である｡ まず従来の序章 ｢アメリカ図書館協会と
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を奪うものと判断した｡とりわけ重要なのはリノ対アメリカ自由人権協会事件 (Renov.







































































それが第 2版 (1985年)､第3版 (1988年)では同じ第 1章の第3節として他の解説文とは別
途の位置づけがされ､第4版 (1992年)では 『図書館の権利宣言』解説文の中に ｢手続き声明｣
として組み込まれた｡それが第5版になり第2章 ｢読書の自由｣に移動し､この扱いは第6版､
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第7版でも同じである｡
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出版年 笥 1974年 1983年 1988年 1992年 1996年 2002年 2006年
翻 訳 蓮 翻訳あり 翻訳あり 翻訳あり 翻訳あり
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昏 初版(1974年) I 召 第2版(1983年) 昔 第3版(1988年) 召 第4版(1992年) 召 第5版(1996年) ‡ 第6版(2002年) I 書 第7版(2006年) I
ぎ B 育 長 8 :,
序章 アメリカ図番館協会と知 20アメリカ図番館協会と知 21アメリカ図書館協会と知 22アメリカ図番館協会と知 24アメリカ図番線協会と知 29
的自由:歴史的概観 的自由:歴史的概観 的自由:歴史的概観 的自由:歴史的概観 的自由:歴史的概観
1牽 『図番館の権利宣言』 50‡『図書館の権利宣言』 74&『図番館の権利宣言』 77長『図番館の権利宣膏』 103『図番館の権利宣言』 124菅知的自由と斑菩館:概観 53知的自由と図番線:概観 52
アメリカ図番館協会と知的自由:歴史的概観 30知的自由:持続する包括的概念(館種別) ll
知的自由:すべてを包括する概念(館種別) 13アメリカ図番館協会と知的自由:歴史的概観 31
3牽 知的自由 20知的自由 19知的自由 24知的自由:すべてを包括する概念 27検閲者がやってくる前に:準備に欠かせないも 60読書の自由を擁護する 99読者の自由を擁護する 154
知的自由:すべてを包括する概念(館種別) 知的自由:すべてを包括する概念(館種別) 知的自由:すべてを包括する概念(館種別) 知的自由:すべてを包括する概念(館種別)
4牽 検閲者がやってくる前に:準備に欠かせないも 27知的自由と法律 21知的自由と法律 27知的自由と陰律 30知的自由:すべてを包括する概念 42知的自由と法律 30知的自由と法律 47
5牽 知的自由と法律 12検閲者がやってくる前 24検閲者がやってくる前 29検閲者がやってくる前 36知的自由と法律 38検閲者がやってくる前に: 53知的自由の保持と擁護の 32
に:準備に欠かせないも に:準備に欠かせないも に:準備に欠かせないも 準備に欠かせないもの ための準備
図番館員と隷属 lot 管 i a i
6章 アメリカ図番館協会からの援助 7アメリカ綴喜館協会からの援助 9アメリカ図番館協会からの援助 9アメリカ図番館協会からの援助 10知的自由のために働く 33知的自由のために働く 24知的自由のために働く 33
7牽 昏 a知的自由のた桝 こ働く 20g知的自由のために働く 208知的自由のために働く 19 a 8
曹文献紹介 3l文献紹介 4文献紹介 46文献紹介 2〕文献紹介 2‡文献紹介 2文 2
f ‡ f索引 L3g索引 23着索引 24索引 23




5車 知的自由と法律 124車 知的自由と法律 214車 知的自由と法律 274車 知的自由と法律 305牽 知的自由と法律 384牽 知的自由と法律 3()4牽 知的自由と法律 47
1節 図書館員と議員 10学校図書館の検閲と裁 ll学校図番館の検閲と裁 ll学校区図番鰭の検閲と裁 ll学校区撰者館の検閲と 12アメリカ図番館協会の知的 4公立図書館とパブLJツ 15
判 判(1) 判:-イゼルウッド事件以 裁判:-イゼルウッド事件 自由に関する方針と修正 ク.フォーラムの理論
2節 図書館員と畿貞 8学校図書館の検閲と裁判(2) 6学校区図番館の検閲と裁判:-イゼルウッド事件以後 7学校区図番館の検閲と裁判:-イゼルウッド事件以後 12図番館とインター ネット 6情報-のアクセスに関する未成年者の修正第1条の権利 10
3節 図番館員と就農 8バックリー 修正:生徒のプライグアシ一対親の知る権刺 3バックリー 修正:生徒のプライグアシ一対親の知る権利 5学校図番館と法廷 8図番館とインター ネット 8
4節 図書館員と畿農 7情報-アクセスする制限的パブリック.フォー ラムとしての公立図番館 7バックリー 修正.生徒のプライグアシ一対親の知る権刺 4図番館におけるプライグアシーと秘密性 12
注:数字は牽および各節の賞数｡空白の賞があるので､節の真数の合計は章の貢数と一致しない｡







さ初版(1974年) 書 第2版(1983年) 暑 第3版(1988年) j 第4版(1992年) ‡ 第5版(1996年) l P 第6版(2002年) 8 第7版(2006年)
2牽一読者の自由｣ 36 2牽l読者の自由｣ 35 2牽一読夢の自由｣ 362牽j読者の自由を擁誇するー 392輩一読番の自由を擁浮するJ 703革E訳者の自由を擁簿する] 993翠l読者の自由を擁護するZ 154
1節 yJ訴答の自由』 17qJ読者の自由 15『訴番の自由』 15『訴答の自由』 19『読者の自由』 23『読書の自由』 27釘読番の自由』 29
2節 『学校図番館の権利宣言』 7『知的自由声明』 6『知的自由声明』 6『図番館記録の秘密性に関する方針』 7『図番館記録の秘密性に関する方針』 9『図番館:アメリカの価値』 4アメリカ図番館協会『倫理綱領』 22
3節 『図番館記録の秘密性 5『図番館記録の秘密性 7『図番館記録の秘密性 6『図番鯨利用者の個人 3『図番館利用者の個人 4『図番館記録の秘密性に 9『図番館:アメリカの価 5
に関する方針』 に関する方針』 に関する方針』 識別情報の秘密性に関する方針』 級別情報の秘密性に関する方針』 関する方針』など(-第7版第5節) 値』
4節 『政府の威嚇に関する 3『政府の威嚇に関する 5『政府の威嚇に関する 5『政府の威嚇に関する 5『政府の威嚇に関する 6『図番館利用者の個人漁 4情報と斑書館サービス 21
方針』 方針』 方針』 方針』 方針』 別情報の秘密性に関する方針封-第7版第5節) -のアクセスに関連する方針と声明(4項)
5節 『身休的､精神的な障 2『身体的､精神的な障 3『身体的､精神的な障 3『図番館でのフィルター ソ 10秘密性､プライヴア 51
害者による､図番館や 寄者による､図番館や 春着による､図番館や フトの使用に関する決縫』 シー､政府の威嚇に関
情報-のアクセスに関する決涛』 情報-のアクセスに関する決議』 情報-のアクセスに関する決議』 など 連する方針と声明(7項)
7節 『利用者の行動と図番館利用の仕方についての方針と手続きの作成に関する指針』 7『身体的､精神的な陣容者による､採審館や情報-のアクセスに関する決議』(-第7版第4節) 3撰者館資源に関連する声明と文審(2項) ll
8節 *『深番館はどのよう *『踏審館資源-の懸 *『図番鯨資源-の懸 *『図書館資源-の懸 『図書館資源-の懸念 8『陪審鰭の資料､サービ 8
にして検閲に対抗でき 念にたいする処置』 念にたいする処置』 念にたいする処置』 にたいする処置』(辛 ス､施設-のアクセスに影













? ? ? ?
?
衷5『Pl書館の原則』の内容の変遷:『図番館の権利寄書J7
初版(1974年) 8 第2版(1983年) ‡ 第3版(1988年) 8 第4版(1992年) 8 第5版(1996年) ‡ 第6版(2002年) 第7版(2006年)
1牽『演者館の権利宣普』 5 1牽『図番館の権利宣嘗』 741輩『図番館の権利宣膏』 771牽『図番館の権利重曹』 1031華『盗寄館の権利宣嘗』 12 2牽『図番館の権利宣嘗』 14382郵 採審館の権利宣割 159
1節『図番館の権利宣嘗』 1『図番館の権利重曹』 12‡『図番館の権利宣嘗』 12『図番館の権利宣嘗』 ll『図番館の権利宣普』 15『図番館の権利宣嘗』 15『図番舘の権利宣嘗』 18




『ラべ1}ング声明』 71『ラベリング声明Jl 『ラベリング声明』 『ラベリング声明』 『ラベリング声明』 『ラベリング声明』 『ラベリングと格付けシステ
『非蒸された資料』 71『非凝された資料J 『非難された姿料』 『非難された督料』 『非難された資料Jl 『非廻された資料』 『非難された資料』
『図番館-の未成年者のフ 72『図番館-の未成年者のフ 『隣番館-の未成年者のフ 『図番館-の未成年者のフ 『図番館-の未成年者のフ 『図番館-の未成年者のフ 『凶番館-の未成年者のフ
リー .アクセス』 リー .アクセス』 1)-.アクセス』 リー .アクセス』 リー .アクセス』 リー .アクセス』 1)-.アクセス』
『斑各館資料の部分的な削 73『威番館資料の部分的な削 『図番館資料の部分的な削 『図番館資料の部分的な削 『図番館資料の部分的な削 『図番館資料の部分的な削 『斑番絃資料の部分的な削
除』 除』 除』 除』 除』 除』 除』
打図番館蛮料における性差別童顔､人種差別主義､その他の主鹿』 73『蔵番構成の多様性』 82『蔵容構成の多様性』 『蔵審構成の多様性』 『威容構成の多様性』 『蔵番構成の多様性』 『蔵審構成の多様性』
『図番館蔵番の再評価』 73『対審館蔵番の評価』 『威容館威容の評価』 『図番舘蔵番の評価』 『拭番館魔笛の評価』 『図番館蔵番の評価』 『図番館蔵番の評価』
『図番館資料-のアクセスの 73『図番館繁料-のアクセスの 『図番館資料-のアクセスの 『図番館資料-のアクセスの 『図番館資料-のアクセスの 『底番館資料-のアクセスの 『図番館資料-のアクセスの
制限』 制服』 制限』 制限』 制限』 制限』 制限』
『展示空間と盛会室』 81『展示空間と塊会童』 『輿全室』 91『輿会壷』 『粂全室』 『輿全室』
『展示空間と掲示坊』 91『展示空間と掲示板』 『展示空間と掲示破』 『展示空間と掲示板』
『資源としての図書館主催プ 82『架線としての扱者鯨主催プ 『資源としての図番鏡主催プ 『落涙としての図番舘主催プ 『資源としての図番館主催プ 『脊振としての図番館主催プ
ログラム』 ログラム』 ログラム』 ログラム』 ログラム』 ログラム』
『映画やヴィデオの貸出』 84『ヴィデオテープや非活字形態資料-の児盈および若い人びとのアクセス』 89『ヴィデオチープや非活字形態資料-の児塵および若い人びとのアクセス』 『ヴィデオテープや非括字形態資料-の児意および若い人ぴとのアクセス』 『非落手資料-の児意およびヤングアダルトのアクセス』
『学校斑審館メディア.プログラムの資源やサービス-のアクセス』 86『学校隣沓館メディア.プログラムの栄源やサービス-のアクセス』 『学校図番鯨メディア.プログラムの栄源やサービス-のアクセス』 『学校図番館メディア,プログラムの資源やサービス-のアクセス』
『表現の自由-の万人の権利』 91『衷現の自由-の万人の権利』 『表現の自由-の万人の権利』 『表現の自由-の万人の権利』
『電子情報､サービス､ネットワーク-のアクセス』 96『電子情報､サービス､ネットワー ク-のアクセス』 『電子情報､サービス､ネットワー ク-のアクセス』
『情報-のアクセスとI%済的障壁』 93『情報-のアクセスと経済的障壁』 『情報-のアクセスと経済的障壁』
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